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第十一巻　 第こ二號

昭和十…三年十二月

家蚕卵のカタラーゼの行動

中曽根長男

Tyonan NAKASONE:-Behavior of the catalase in the 

eggs of silkworm, Bombyx mori L.

緒　　　言

　｛家獄卵の腿豫中に於けるCatalase　actiQnに關しては既に樋口、奏、冤藤、佐i藤等の諸氏に

より其の一端が報告せられ・又越年卵の保護中に於けるものに就いても樋口及び佐藤繭茂が報

告して居るが・是等の試瞼の供試卵の探取方溝に就いて枯更に注意すべき鮎が見受けられる。

爾Ca士alaseの性質に關しては山藤氏により歎種の報告が爲されて居る。　　　　　㍑

　署者嫉翻卯のCatalase　actionは翻秘腫により異るは勿輪・同一蛾臨の卵に於ても卵色の異

虚礁の購醐めらるるならん認惟し・麟嚇職卿勲翻し徹．更に｛期休
me卵に於ても騰中磯度調“講の環境の劉ヒに慮じ磯的性質のものなる事を指摘し逃
んで卯胚子の獲蓮に伸ふ作用力の滑畏に就いても産卵時間、卯色の齊一等の注慧の下に施行せ

る成績を得たるを以て葱に一括し報欝する事ミせり。　　　　　　　　　1

供試卵虹1ζ實験方法

　卵卑εCatalase　＆ctionεの闘係材料は、照和12‘ド1月中の休眠卵蓼ぴ同年春塑⑱探種卵に就

て産下後2週間・卵色固有§なれるものにして・其他の實駿には同年春及び初秋探種の支17號

（著宿飼育4及び6代目純系）及び晩秋裸種の日111號（本場試験部原種）の自然状態に保護せるも

の働る・産卵1絞尾醐を購間§・帆翻陸始めてより30鞭産卵聯上に移し塒聴

鯉し鰍騨卵猷な雛る後2’闘継騨卵諏し卵触齊一に揃へ魅，
　Ca士虹ase　actionは卵20粒を乳鉢に探り2c，c．の緩衡液（PH．6，8）を加へ乳棒にて韓く磨埣し、『謙

め25°Cに20～25分間保護し置きたるO．30％H2　02（メルク製）の入れる100c、c．入三角7ラスコに3

～5G・c・の再溜水にて注入し金液を20c．c湿なし、Toluo12滴を加へ25℃に30分作用せしめたる後

冷水中に保ち10％H2　SO46c．αを添加し、1／10　N　KMn　O4にて滴定し分解せられしH202を糞
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出しk。叉同｛1寺に盲繊を行ひ糞定上の補正を行つた。獄卵のCatalaseは後逮する如く低温に，

於てもよく作用し、25℃30分にては既に作用速度は幾分緩慢εなれる時間なるも・比較實瞼

上許さるるものミして如上の状態にて測定せり。

・實験1・卵色の濃淡とCatalase　action

　卵色の遽傳學的研究は屡々報告せられて厨るが、生化學的方画の研究は殆さ見受けられな

い。卵色は鷲晶種により棚違のあるは勿論の泰、同一品種或は同一蛾磁に於ても掛一のものε

は限らない。卵色の濃淡｛S－一つに卵漿液膜に於けるMelmlh1の多少・或は其他の顯色化合物

に因るものであらうがbMelauil1の‘1誠、沈澱或は溶解等は光線、温度、其他酵素等のKii　Jil／1に

より種々左右さるるものであらう。

　從來一般に卵色の濃いものは淡いものより弧健の胚子を形戒するものの如く考へられて贋る

が、其の實験晦澄明が行はれて居ない。

　叉品種に依りては反つて淡色痴が弧健性なる揚合カマ撫いεも限らない。

　著者は先づ之が正否を確めんεしCatalaseの作用力のlll櫨を楡したる結qミ、卵色の攣動少

き休眠卵（1月25日）に於て訳の如き成績を得ナニ。

盤品種

支16脱

支17號

卵　　　　色

濃色卵蛾瞳（藤色）

盗色鷺｛継

濃色蛾畷（濃鼠）

淡色膿o
暗淺費

珂脛淺黄

卵20粒が分
解せる　、　　　　　　瓢配1額
H202　m露

14，96

工2，21

轍19號

16．15

10，03

6．80

支107號

　　　　　　　日11コ號
7．05　　　　　　　　　　・・

卵　　　　色

・蛾磁・ o畿

1蛾1織中　次縢色

　　　　淺　黄

卵20粒が分
解せる
H202　m窪

18．02

14．87

ユ0，ゴδ，

11，59

濃　色　蛾　幅

淡色縣｛麗

「19　．551

ユ8，29

16、21

　’以上は各品種共呂同の牢均成績である。

冨に働艶の濃淡によりC・t・1・・e・a・ti・・蹉異のある事が解つた・一般に艶騨灘

卯より作用力が旺盛である。　　　丁　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’

　　　　　　　　　　蜜験2・休眠卵の環境とCatalase　action

　佐藤民往休眠卵のCatalase　acti。nは一定張度に蓮したる以後は殆き増減せざる事を報ぜら・

練曙都之に多分の輔鱒ち焔s醐こ調磯柳伽1。，・の㈱爵嘘斬的
でないε言はるるも・瀦が密接なる關係にある事は疑のな嘘である・故｝ご雁子9館が認

あられない休眠卵に於ても、卯質の益三化畢的行動を左膚するが如き環境に於ては、卵Gatbllase’

電之に順慮せる痩化を透起するものならんε思推し、3・5℃に保護し置き＃る卵を北側⑱散光

下に於て3脚・＆ぴC及び15°Cに4脚躍後・2嚇3°分に於ける作励を翻レ畝卿
き結果を得た。　　　　　’　　　・

It’

?蛹?3…cl・・α・i・鵬，表・鍵晒・・の分鞭詑て『

蜘・・i・・，2’・…　1・・　mgを以て繊肌2騨

・m號 ｢6・・－9…　S・3＝臨　　　t’　”H
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　即ち卵Catalaf　eは環境の攣化を感受して作用力に縫化を來す事明かであるε岡ll春に、温種

的に感愛性に相違する事が競がはれる。（本蜜鹸の日111號は梅谷氏の所謂軌性卵を供試しfcの

である。）

　款に明暗この關係を知らんεし北側散光下に於て暗所、・普通光度（窒の中央）及び明光（窓極）

＄’に4～7π寺間置渉たる場合の影響を櫨じた。（窓極に7喝糊置きたるものは灘鹿の上昇1、5・Cに

及べる慕3時間に蓬iしナこe）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1

鐡品種

支17貌

朋　暗

1暗所

　普通光

　明　所

H202の分解tA’mg

ユ噸．巨噸桝
@　sx　，V，　，llTE

10．26

ユO．19

9．44

10．34

S，77　，　　　　　碍111號

8，57

　　　　正120L・の分1弥澱lng
明　　暗　　一一…一一一一一一一一一一一一一

　　　　4時間1塒間

暗　　」斤　　　　　16．89　　　　　16，89

魯魎光　　　　17，77　　　　17．72

旦月　　」1斤　　　　　18，26　　　　　17．88

　自ilち休眠卵ε雛も棲脚晃線の弧弱にciりCatulaseのaetiVityに藻異を來す事明である。噌

所に於ては攣∫ヒが殆さ偲められざるに、明所に於ては暴脚削蕎」にも左霧さるる事が認めちれ

ナこ。更に久光線の惑憂性は垣μの性質に依り興り、支17號では受光燈大なる穏作用力は抑燃され

るが・日111號に於ては反つて増加を示した。以上の如く休1眠卵も爆境の鍵化を想受する事著

しく、其の中Catalaseに及ぼす毒杉響は小範圃に於ては湘慶の上罫に依り作用力を増加する。’

叉光線に關しては光線の蝿度により楓遡するは勿論なるが、一般に極めて短瀞閲の範團では櫓

加さるる傾尚を有し、一定喝綴1以後に於ては（卯の受光髄により異る）光線はCatalase　ac伽鰍

を抑止する方向に働く。勿1倫卵の製境の感受性は獄晶種により或は卵の種類、性質に依り梱遼

する。一般に休眠卵ε難も、其のμ串期、其の状鰻に慮じて卵内の生化靱的卒衡が最も安金に維

持さるるが如き方向に行動して屠るものの如くに考へられる。

　訳に休眠卵（瑚）を盧射日光下に置いた場合の影響を検した。即ち5℃に保護しておいた卵

を濾概に置き正午の酬胱輔射せしめた後25°C・・30分に於tr　6　Catala，ge　aeti・n轍し

ナ舗狙し濾紙上の濃慶は照射後15分｝こしで13℃～15PCに逮し1以後該温度を持綾したa

照射時闘

口111號

支17號

照身・y前

17．76

9．04

10労　　　　　30分

9，44　　　　　　　　　　　9，49

8，08　　　　　　　　　　8、67

60分　　　　　90分

11．27　　　　　　　　　　　8．84

7．65　　　　　　　　7．14

　衷中数字はH202の分解m露を添すo

　休眠期の卵を直射日光に照射せしめた揚合、卵内のCatalase　aetiOllに優劣を生ぜしめたる

原圃は照射中灘度が上昇した事も其の一園であらうが、主Sして光線が直接原閃をなしたりざ

考へちれる。愉も其の影響は照射直後に最も著しく・阻U號の如膏は10分間にして其の作用

力を孚減してゐる。而して爾献種共30～60分目頃一博的ではあるが作用力が櫓加するが、其の

後時澗の経過に律ひ漸滅して行く。此の如く強壷直射光線1ま卵Catalaseの行動を抑止して陰

性に作用するが、陽性に作用すべき1醗1度の上昇に從ひCatalase　aeti。nは一一・pm・＄・的ではあるが、

∫曾張せられて如上の結堅を招來したるものであらうε思はれる。

脚・の螂、光線鄭温麟畷境嘩化蜘欝ゆ卵質に影響を及ぼすものであるが謀の
環境に接鰯する“寺間が短かれけば、鷲卵の生化學的軍衡（安定度）を胤さるる窮なく、携抗し得
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るものε思考される。
拠こC。t。1。s，・，tl・・佛℃鹸中に酬日光に照射せる飴の影墾撃襯るナ・め1ヒ獅曙礫汁を

遠心分離し、其の上澄液を探り損i絆したる後此の一定量宛を供試しb20ec　・30分隠を鋤照εし

作用時の當吻に於て5、工0、20及び30分間（全作用時20℃の水槽中に保ち・日光を照射しtるも

の及び容器の外部を赤色パラフィン紙にて被ひたるもの。更に叉赤色バラフイン紙上を黒色紙

にて二重に被ひナこるものを20℃の水槽中に入れたるま・30分日光照射せる揚合の影響を瞼した

るに訳の如き結果を得た。

　（但し光線照射中の水温は30分後は20℃より25℃に上昇した。爾5・10及び20分圃は照射後は

劉・照匝書同標の20°Cの水槽中に保つナこ。）

・實　験　1

〃　　　2

鋤羅摩盤倒赤色副・頒　・・分臓i・・分儲3・分甑

6。21

8，76

6．18　　　　　　6．10

8。71　　　　　　8。6S

5．62

7，63

5．60

7．57

5，43　　　　　　　5，43

7．5，5　　　　　　7．34

　表中数字はH2　02分解億。　mg

　此揚合も源慶を無覗して論ずる事は出來ないが、光線持に波畏の短嚢光線の作網はCatalase

の行動を抑止する如き力向に働き・且つ其の作用は温慶よりもより強力である事が窺はれる。

燃蝕こ依れば卵C・tala・・螺外線の水中照射により活’齢経る転ふも・紫構鰻く

る場合のCatalaseミ他物質εの結含状態、結合艦の性質、紫外線の種類及び受光盤等により

夫々相鑑するものであらうε考へられる。

知藤茂、の云ふ瀕1柳質中1こは伽h・eを灘化せしむる物erがあ歴すれば・光繊

は温度等は該物質に作用し其の溶解度或はCatalaseざの親夢口性察を左おする蝋こよりCatalaSe

の作用力は或は強く・或は弱く現はるるもの言思考せられる。

　爾供試酵素液にTQIuolを加へ20℃に置きたる揚合・畦聞ε作用力£の關係を検したるに5球

間以後では著しく嚢へる專を認めk。

降紛劉・㈱後3轍1・時nfi後レ耀

脚％「ヨ・　68　｝・・…11・…1
　　　　　　　蜜瞼3．胚峯の酸育に伴ふCatalaseの作用適混の攣化

獄卵のC・t・1a・eは24～25°Cを適温Sされて贋るが・越勒献1ま不欝卵の髄により・或

は叉胚子畿育の程度に依りCatalaseを活性化せしむる如き物質の化學性、或は其の舩態の鍵化

により胚子の獲育に伴ふCatalase　actiQnの適温、或は適灘の範團も自ら相蓮するものの如く

考へらる。因つて著者は最畏期胚子の卯を5℃に保護せるものミ・該卵の一傘を出庫し・催青

し曝糊睡せし敵るものε蹴津・朧醸に於て3°頒の作∫肋轍け・講索灘
磨確後遽心分離し、上澄液を均一になしたるものより一…定蟄宛を供試した。

最擾期胚子・作撒・脚
h刈…C　1・5i・L璽上竺」・P．・9⊥…

卵（5℃入鷹　一一
・・…撫［…19…V・一　1…889・9S　1　sl6g　1 4．08
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Ml脊卵

（眼脚田）

作・пc　on・　・酬2…L副・・”・

賭巨45レ…1・…19・27｝刺脚
侮此の粗遡を圏示すれば第1闘の如くである。

第　　1　圏

　　　　m9、

・　　　　　13

ユ1

　　　　　　　mu一一一へ、

9　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、

・箋・…　　　　　　＼－

v／5

2．5　5　　　　　1Q　　　　15　　　　20　　　　25　　　　30　　　　35　　　　40　　　C．°

　　　　　　　　　　一一→Te訟P．

「如上の威績のみにては胚子の嚢育に俘ふCatalase作胴の鍛適温慶の差畏の有無に關しては

梢々明1僚を峡くも、最長期胚子・の卵に比し搬蟻逝iきものに於ては、淵．慶ざ作用力ざの隔i藁はi著

しく少くなり、高濡．に於ては前潜に比しよく作用力を維持する事を識る。　　　　　　“

　卵願棒汁に於けるCatalase．CD作用力は越年卵に於ては比較的低湘で腺く働き、最適濃度は

15℃の附近にありて從來の成綴に比し藩しく低濫にありたり。越年後の卯は催青後期に及ぺる

ものに於ても5℃以下の低温に於てもよく作用し、5℃に於ては25℃に於けるより作用力張

く、30℃に及べば著しく弱めらるる轟を識つナご。
’11

ﾈ上の諸成綾よのして獄卵のCatalase目髄が贋境の鍵化に影響さるる纂勿論ならんも、更

に環境の痩化により招來さるる卵質の生化畢的行動に支配さるる塵棄大なる塗窺知し得。・

實験4・胚子の獲育に件ふCatala8eの消畏

　卵C漁1aseの作用力は慰晶種によりて難異を有するが、胚子の毅育に件ふ作用力の溝長の態

様は賂同膿ε考へらる。著者は支17號の春探種の越年卵ε、之が人工鋼1化慮理を行ひナζるもの

及び不受精卵に就き塵卵後より蟹蟻に漿る期間蚊に支17號の夏探種ε、日111號の晩秋探種卵

の休眠期以後獲購迄に於ける卵Catalaseの濡長を泊究し、胚子の褒育εの關係を瞼討せり。

　實験は20粒の卵磨孫汁に就き25℃、30分の作罵力を比較した。不受精卵の揚合は特に40粒の

卵を供試した。（支17櫨は産卵6月25鼠、産卵階問は30分間である。産卯後18暗間後何れも流水

中にて散卵ミし蒸溜水で洗瀞し、遽に水氣を除いた。又人工不越年εせる卵は此の時間に慮理

を行つた。）
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　　　　　　　　　　支、，継轍棚閥の・。・融・伽の蔽　膿1傷

紹過時間

・母習豊卵管ri・1

擁i卵颪後

12時lllj後

18　　〃

20　　〃

22　　〃

28　　〃

36　　〃

44　　〃

4S　　〃

58　　〃

68　　〃

82　　〃

1　分　解　H・02m9

t越年卵　1ε磐年ユ豊

O，OO

O．043

0．コ79

0，272

0．765

ユ，65

3，46

3，48

3．69

6．33

6。91

7，18

0，238

0．385

ユ．07

5，14

5．36

6，89

12。81

1S。20

19．76

緯過時間

go時岡後

106　〃

114　〃

130　〃

，137　〃

154　〃

17S　〃

1S6　〃

202　〃

227　〃

分　　解　　1－Z2　O，）m畠

層11｛bl“1楚豊。，

6、49

7．06

7．65

s，50

8，54

8．33

8，27

s。25

8。30

　　17．11

　　19．93

　　2⑪．OO

　　21、91

　　2L87

　　23、51

　　22，14

　　23，91，

　　42，67

1　　45，96
冒　　（独麟1く〔鯛）

受榊のC。t。1、q．・・a・ti・・の潰勲胚乎の嚢育潮聯して糠する1こ越年卵薩下後作用力

次第に厭し、騰の燃より胚子のヲ戯頃（2’d’～35酬㈹1こ瓢く弧なる・期働12

時間卵色の現れ來る頃は塘加は殆S“認め難きもギ小豆色を帯び胚子の輪劃完成する頃より著し

く糟加し來るも、以後60噂間頃よりは鍵化少く、更に9嚇間頃に作用力の低下する時期の在る

事を認めた。（8月上旬迄解。C、灘度75～76％に保護）。以後著しき痩化なく・慶季を経過する

ものの如くである。爾藪に興味ある事實は從來越年卵の人工購化慮理を行ふ時期εCatalase

の欄力を比較するに岬の鰍・1・・e漸く旺縢な瞭礁1嚇り作肋のま曲が殆碑

停止するβ0時聞以内の範園に於て入工卿化遜理の禽数なる事である。　　　　　　　　　　，

灯不欝卵醜騨伽欄力KS　．？低下するも隅なく急激囎大するP3聯顧よ9r
時停滞するも45晴頃より80時頃迄著しく檜大して最長期の胚子Σなり・以後微燈の消長を示し

眼貼後帥ち氣管系が完成する頃より再び急増し蟻完成常時最大に蓬ず。部ち嚢蟻迄に300痒（卵

着色前）、60時（最長期前）及び氣管完成時の3同に瓦る旺盛なる波を示す。

　　　　　　　　　　　　　　不受縞卵のCatalase　ae七ion

産卵後の
鞭璽　巡　口与　ll覇

ユ4時間後

20　　ク

27　　〃

39　　〃

H202分解rr1g．（卵40粒）

不受髄上難獣齢
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コ

l　　　　oユ34　　i　　ぐ腱瑚施行）

　　　　　　　　　i　，　　　　0，136　　　　　・　　　　　　　　0．289

　　　　0コ36　　　　1　　　　　　0，136

　　　　　　　　　　
　　　　o・°s5　『i　「o・°s5　　　　ゼヅ，
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63　　〃

87　　〃

111　　〃

159　　〃

0．137

0．2t）4

0潟29

0，077

0．323　　　　　　　　　　　’

oβOG

O．110

　不受精卵のCa士alase作用力1よ受精卯に比し著しく劣る。磯卵後4眺｝…閥碩趨1よi次第に嚢へる

が・　・以後少しく壇大し110階間頃最大を力≒したが、共の後は急激に嚢へた。不受精卵を人工卿

化慮理を行ひたる揚合も略同様の脛過にて泄鍵する・も、6嚇閥にて既に最大に逮し、而も無腱

脚より剛加凝力’つた講麟鹸綱酬に方全協無鯉卵砒酢Il」加髄らる
る襟働る。rL藤氏は¢atalasa欄ヨは呼吸糊狩層予的でないε論じら2zt、が、瀦の11櫛

に於ける贈麟も低湘で断般に！1搬｛㈱棚なるにも不拘、離1に比して欄力のll餓な

るを示し・山藤氏の説を衡簿したる如きも・而も衛細胞の分化、分子閥呼吸或は其他の銘斯交

換（生髄叉は髄組織に於ける）ミ密接なる關係を有する事は疑なき事魔ミ儒ザらる。

搬受精卯㈱畏を圏示せば第2圖の如くであ鄭　　』　　　　；’，1

　　’1　　ゴ　　　、　　t’　tis　2　繭　　一　”　　；’r　　［・y，　t’l

　　l　　　　　　　『　　　　1　　　　・　　　1　　　∴　　．／瓠”」
　n蒐9　　　ド　　　　ー』　・　ピ　　　　　∵　　　t：　tn　　　r；　．1　，L！　　　／、’．’，　1’＋

作
用

力

4G

30

20

10

5

o

　　ll　」　越　年　卵　　　　　　・、　　　、，1　　　　／tt　　　　：t

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　び
　　　　一一…人工不越年卵　　　疏　　”l
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　l　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　夢　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・　　噛　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・　　　　躍

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ρ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1　、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　】　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　8　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1，
　　　　　　　＋－ゼ・　　　　　’　　　　　，　　　　　　　　　　　，　　　　　　　，　　　　　　　　　の
　　　　　　　ノロ　tt　　　　　　　　　　ロ　　　　　　　　　　　，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヒ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ー　　1・．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　～
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　∫
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　／、…、。／〆
’　　　　　　　　　　　　　　　，．．・…’・・〆

　　　　　　　　　　ノ／＼，／　　　　　　　　㌘．

　　　　　　　　　／
　　　　　　　　　’　　　　　　　　　　　　　　　　層

　　　　　　　　∴〆

　　　　　　　　ノ
　　　　　　　　！

　0．00
　　　　　12　　　　24　　　　4S　　　　72　　　　96　　　　120　　　14些　　　168　　　19露，。　216　　　220　　”e酵fi

　次に卵Catalaseの作用力が一定張度に蓬したる後は殆さ攣化なく、’休眠卵εなり越年する

Sの佐藤氏の所論を吟昧せんが爲、夏季以後に於ける越年卯の作用力の澗長を逼多宅した。

　但し佐藤氏の供試卵は晩秋10月下旬に探卵せるものなるを以て同「條件ざは認め難ぎも、其

の間の淘長に就ては充分論議の封照5なし得るε思はれる。越年後は其のま・自然状態に保護

して饗蟻せしめた。瀞學冷藏保護後催膏せるものは、f13庫後は不越年壇何ミ殆＄同機の擾化溝長

！　　　　　　　　　　　　　　　　　1
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を示したるを以て省脇したのである。爾冷藏巾に於ける作用力を櫓したるも・冷戴常臨kの構

穂微弱なる事を示せるに過iぎなかつた。

　　　　　　　　　　自然1伏態に於ける越年卯のCatalase　a・　ctiOl）の捕長

　　　　　　　　　　　　　　　　　笛3表　　　6．25摘ミT．ITI丈117伽

．騨引欝紺
一．一．・

@　　　　　　一一…鱒　　　　一　　陽　　丁一一．一一・－N－一一一一唄　　一・一一・撃螺一鷹…一・・一一・・一・・一…一一’燃一一．．一『．－P』’…　』

7．5．

〃．27、．

8　・17．

〃．31

9ユ4

e，25

〃．30

ユ0．25

11，24

ユ2．ユ6

ユ，27　”．

猛．ユ7

〃．25

〃．28

32
〃，4

〃．6

S．30

7．1工

9．29

6．87

7，86

ユ0、31

11．34

11．65

10．92

12。28

ユ3．71

14，68

15，01

14．8q

1ユ36、

ユ2，30

14．25

調査時：Amlo）澱漏度

25．8°C　　　　　78冤

26．0　　　　78

26．8　　　SO

25．7　　　76

24，8　　　76

島2．5　　78

17．2　’　　75

15．2　　　　76

ユO．5　　　75

4．0　　　7コ

6．0　　　　76

5．8　　　78

6。0　　　78

6．5　　　　76

7．2　　　　71

9、0　　　71

調査・・畿瓢し

　3。9　　　　　　　　15．41

　4㌧ユ5　　　　　　　14．68　．

　〃。22　　　　　　　　13．81

　〃、30．　　　　　　　14．87

　4．4　　　　　14．12

　〃．6　　　　　　　　14．OZ

　〃ほ3　　　　　ユム12

　．〃．コ6’　　　14コ1

．　〃，22　　　　　　　　コ6．62

　ク，25　　　　　15．51

　〃，27　　　　　　　ユ6．24、

　〃，29　　　　拶　　　19．05

　5。2　・　　　　27L55

　5・3ζ卿　　　1．皐5・51

傑識蹴即冷藏中

　3、22　　　　　工3。36

・聯4％！　1a5・

調査ll｛舜減灘度

6．2℃　　　 75鯛∫．

6．0　　　　75

7．2　　．　72

10．5　　　？4

ユ2、2　　　72

12，0　　　ワ3

14電2　．．　　73

13．2　　、　75

ユ5，4　　ヴ3

16、3　’　72

ユ5．2　　　　73

16，s　　　　72．．

ユ4。7　　　’7＆

　　　　し
15，5　　　75

F

第　4　表　　　　1支17號　　8月25日産！；fO　　　　日ユコ1號　　10ノヨコ2田」叢馴’j

鯛査月日

　　　　　　　　　　2ユ7

　　　　　　　　　　〃，28

　　　　　　　　　　32
　　　　　　　　　　〃．4

　　　　　　　　　　〃．6

　　　　　　　　　　〃、9

　　　　　　　　　　〃．15

　　　　　　　　　　〃．22

　　　　　　　　　　〃．30

　　　　　　　　　　4．4

　　．．一一　1tt・・∵⑳

　　　　　　　　　　〃ユ3

　　　　、　　　　　　〃ユ6

　　　　　　　　　　〃．22

　　　　　　　　　　〃．25
　　，　の
　’　・．　　　　　　〃．27

　　　　　　　　　』〃．29　，

；．　　、　　　　　　　5・1　　i

分解されしff2　Og　mag

6．46

6．72

6．63

7．52

7．57

S，40

7．99

＆09

7．82

7．48

7．22

6。461

7ユ4

8．67

　　工S，74　　　　　　　　　ヨ

　　17、01　　　　　　　　　：

　　］7．38

　　19．49

　　ユ8．9S

　　16，67

　　ユ6．84

　　17．01

　　ユ5．S2

　　15，65

．　ユ4β3　　　　　こ

　　工5，4S・

　　17．01
ユ1．31　「　　　　　1　　　　』　　　18．45　引

瓦3g　i　・。～脚・．・

1・．δ郷・i　26．・9

ユ3・67－　　29，・6働
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　越年卵を避卯後瀬～銭内に於て、自然溢度のまsに蹟浄たる揚合の胚予の褒育に伴ふC瞭蔦la隙

の行動は、7月より8月初旬迄は著しき愛化を認めず、8月中句より稽々降下するも、9月上

旬に及び梅ぴ上昇が認められる。以後10月より11月中旬1篁は微々たる痩化を綾け、11月下旬に

於て梢々明かなる波動を示しb以後は微量ながらi次策に触加し、観春2月下句より3　J’1上旬に

於て梢々大なる消長を示す。以後3月下旬より4月中旬迄微々たる鰻化を纏け、更に下旬に及

べぱ急に嚇加が著しくなり》登生直前に最高作用力を示現する。8月下旬及び10月．h句に探種

せる越年卵も・2月以後に於けるCatalaseの行動は之ミ大同小異の鎚化をなし登塗にi釜つた。

　但し同一一支17號にても6月搬種εS月探種の卵では、後濟の作」・llカは前者の垂～誉に過ぎな

かつた。實験中数圏に亙り鷲卵を圃矩し胚子の褒育を餓したるに、何れも2月201三！薗後には水

野氏の甲胚子を脱して居つた。更に3月下旬には最長期に遡し贋のたるを以て2月下句より3

月上旬の作用力の璽化著しき【1語…期には胚子は乙胚子であつたものミ思はれる。

　爾最長期後間もなく、作用力が顯著に低下する階梯を輝過する如白も、此の期の卯の固窟を

央し？胚子（ρ獲育を正確に強定し婦なかつた。

　・…i般に越年卵の最大作用力は不越年卵のそれよりi筈しく劣る審が認められた。

・1”’ 曹ﾌCgta坤e．aetionの澗長が激しき鰻化を示すili￥期には、卵は外部因子特にli勿理化騒的要

因にi附する感受性が極めて敏悠であるNS思考さるる故、卵の保護取扱には特に注意すぺ毒であ

．な）o

爾鱗前に於ける羅の靴機能蹴て欄脇調蘇側、ば、8服ぴ・・馳靴麟は

殆瀬られないが、明中旬に1湘當旺盛にして侮欠第に嚢へるも、1羽下旬よりは　Bc・Utに糟

加して行くεの鵬なる’が・これεCatalase　aetionの漕畏を比較するに、卿化機能の旺盛なる

脚｝禍C・t・1…作鵬増ブくして行く醐1であつて・瀦の一致は洵に卿嫡る轟である・
（常3嘲滲照）　　　　　　　　　1

　　　　　　　　　　　　　　　　　第　　3　圖
　　　痔2°

　　。鶴。　　　　・　　　一
　　　　　　　～～～／

　　　　7　　　8　　 9　　　10　　　ユ葦　　　12　　 1　　　2月

作　　　　　　　　　　　　＿＿＿＿＿　支117翌虎　輸ミ　操1（　6．25）

用　　　　　　　　一一…一日111號1艶秋採（10，12）
プコ　　　　　　　　　　　ー｝°一　支117嶽…初垢火採　（　8．25）

mg
　30

z　　　　　　　　　3　　　　　　　　　4　　　　　　　　　5　　月



78　　　　　　　　　　　　　獄　　　綜　　　學　　　難　　　誌　　　　　　　　　　（禦十一巻

　，Iit　1，・；　　，　　い　　　　’　　総　　　括　　　　　　　　　「　　　　11唱L

纈陶U・士。1、，e。，ti。1、に及庸2。3畷境の影響に就て鋤し、・C。士・エ・・6の績撚言抑」

端εなし、礎に灯不越鞭及び越樋の胚乎の猫に伜ぶC・t。1。・・acttionの醸を蹴1じ

て從來の放績を瞼討し、彊んで徽卵の保護取扱上の荘意黙を指摘した。213ち欝晶種或は越年ザ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（ユ）不越年の別蚊に受精の如何をC漁工ase　aat：iQ11の差異より賦別し得るSの樋口氏の成績を肯定
　　　　　　　（1・1）　　　　　　　　　　　（ls）
し、或は呼吸作用姫に酸素の溝豊ε密接なる關係にある事を確認した。又卵Ca士と㌔1ase　aetionの

蔽騨酬胞の濁湘接酬係鮪すべき事螺めナ・．以下鰍成織鑑すれ鰍の女ri

くなる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、

ユ・　獄卵のCatalase　a（ttionはド遡一母蛾卵に於ても卵色により相建し、一般に濃色の卵は淡碓

　の卯に比し作用力張い。

2二　所謂休眠卵にして胚子の機育分化が殆さ認められざる時期に於ても、環境の盤化に俘ふ卵

　質の鍼訂ヒ學11｛｝鰻イヒにより（」’atfllase．　actio11に弧毫碧穆がある。

3，　卵Catalasoは漁度よりもむしろ鍬線に野する感受性大である。而して温度・は（］latalase

　actlQnに蜀し比較的高澱ならざる限り陽性に作用するも、直射日光は一瞬ll遇似才菱は険性に作

　用する。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・
41　越年せる卵のCatalaseは30℃以上の高淵に於けゐよりも5°C丙外の低浬に於でよく行動
　し、最適温度は10～20・Cの範園にあるが胚乎の獲育榴梯により多少異る。　　　”，　’1・・．11『

5．　支17號に於ける越年卵のCatalaseの最大作用力は不越年卵より著しく低く、又春期探種

　卵は秋期探種卵より作用力は著しぐ弧い。

6，…越年前の黒種に於ても胚子の磯生機能の認めらるる畔期の卵は℃a士蜘絆aetlon、も陽性で

　ある。郎ち春i季探種卵の塵卵後15～60時朋内（24“c保護）、9月中旬及び11月下旬以後に於砂

　．る等に於て此の事が認められる。　　　　　　　　．　　　　　　t．　．1；∴　、　、

7・胚物嚢育中C・t・la・e・a・ti・・の攣儲しき【・欄は・臓取扱踊に灘蝉轄き艶

　り　o。　　　　　　　　　　畠　　（於茨城縣難蝶試験揚）

交　　　麟

（1）　　樋　　口　　太t・／t良1～　∈1920）　．｛Sr．久　誌と禽　尉農　雷尽　　7勢兜　　　　　　　　　　　畳

（2）　　奏…　　　　專　　　章　（1924）　　難匿　　業　　　新　　　⊇判乏　　367號

（3）尾藤省三（1931）慮用颯物雛雌誌3／5
（4）佐藤貞次（19＄5）日ホ鐡綜學雌儲6／2
（5）　　同／1／　、　　　　　　　　　（1936）　　『弩　　　　　　　　　　　　　　　　7ノコ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．

（6）　濱　　　 次　　雄（ユ936）　丑塵蓬用頭力4勢畢蓼推言誌　　S／6

（7）　山　藤　一　雄（ユ934）　日本農郵化畢會誌　10／8

（8）同　　　　　（1936）工丑n3ym。1‘）gia・　　1・⑨

（9）同　　　　　（1937）同　　　　　　2・⑨　　　　　　　　　　　r．．
　　　（10）　　01　圏§、　後　　藤　（ユ9S6）　　JOtlr，Agri，Cllem，S（）e，Japan．　12／7

　　　（11）　　山　　藤　　一　　寮誰　（1936）　　】3iochen〕．Zeit，　　　　　　286

　　　（12）　　イゆ　　里｝　　良　　男　（ユ938）壁盤茸糸糸試瞼楊（昭手ロユ2碑…度）」也方妻易一J蔓i會議訂B録

1　　（13）　岩　崎　行　高（1931）：1．慮用動物畢難誌　3／5

　　　（ユ，s）　　金倉　　木　　廣　　畜　（1917）　　蟹蟹藁試懸聾揚報’frlf　　2號

（15）　　夕F　口」　萢鼠　太，頂IS（1908）　　餓　　　　　碗貢　　　　論　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，

（16）梅谷輿七郎q937）朝聯鰭府麗鰍験揚灘…細附4／1
（17）　水：野」辰五郎（1926ン懲　　　Pli　　論
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Behaviour・f撫eむatala欝e　in細eggS◎f

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．．　silkwor鵜ノ蛎泌拠ηL’羽L

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「ry6nan麗AKASONE

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（lr｛kセeいive‘1　（）〔聖t。　1．（）．　1，1｝38）

■

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　R6阻m16

　　　　　　　　TIle　m1七1iour　iuvestigated　tl1〔，　hlfluo11（te　of　ehvir（㎜nellts　ul｝oll　the　c銭tIしlase　aetiぐm5　r♪f　the

　　　　　　silkwo製m　e99s　axld　also　the　aetiViti‘｝．：r｝f　th（聖（r・ltll・ltlso　aee〔）rding　to　tlユe　（1evelol｝M｛！．1≧t　（》f　tlle

　　　　　　e1γ1bryQ　｛｝f　I）iberna　nt　eggs　an（l　also　the　urti．fi（，，ially　unihib（｝rnating　〔⊇99議　「Srh（ヤ　1’c｝：　ult：　tlllls

　　　　　　Obto五llCd　may　bC　S，　unlll〕ari猛ed　as　follQWs・

　　　　　　　　（1）　〔£he　e就ala欝e　acti‘）u　of　the　deeply　colou｝’ad　eg93　ig　src　liattally　str‘）n鑑er　thaii　that　6f

　　　　　　the　wealdy　coloured　e99s　evon　ill　the　o99s：oマi1）‘）：　itod　by　tho　I　all）e　nlf）thev　mot1ユ吃　　　　　・

　　　　　　　　（2）ln’　the　winter　Sef．is・rl　after　c・ssutiOll　｛・f　thc　ernbryQmE），l　d・v“1。Pmeut，　the　eatalat　e　i・1

　　　　　　・g9・di伽i…ti・ity・㈹伽g　t。　th・1・i・・he漁1・h・ng・s・6f・khe’・i・・19・．・U1漁1…。f恥

　　　　　　eggSパc皿呂ed　by伽ch鋤geS・f　C・nditi…S。f　th・enV置・・ume・ポ　　　・．
　　　　　　　．零（3）Th。．，。t。1。，。。f。99・i・，・。r＿・ibl・t。　tl・e　light　thtuli　the．　1i・・七①he　1・e蜘t・

　　　　　　並るs董tively　within　some　limits，　wllile　tlle　direct　魚uをくlight　a（建s　Ilegativoly　exOe1》t　ε馬ユγ10metlt

　　　　　　　e裏pos1ire・．　　　　　　　　．　　　　　　　‘　．．　　　・　　．　　　　’
．　（4）・Th，　，at。1。，e。f・1、ib。，11ati。9，g9，　behav，，＿a，ti。，ly・at　tl・e　l・wer士。mperat・・e

　　　　　　癬）out　5°Ctlian　a七七1ユ（毒hi窪her　te）’」’lperatture　about　30P　C　aricl．the　oX｝tinlulh．．：士on11）erature．　raz）窪e呂

　　　　　　価mユ0°C士・20℃，，T　th・ugl・it　se。ms．脚eWh・・t　t・be　d雌・ent　ace。rd董ng　t・撫stage。f・tbq

　　　　　　6搬bryonεポ1　devdlopment；　　　　・　　　　　．　．．　　　　　　　　　　　　1　　　　　　　　．　．1　♂

　　　　　　　・1（のTh。，at。1。，e　a，・i。・、・f　hib…頗g9・（Cliir）ese　No．・7）…e　．very　．i・舳・i・，gerie・ptl

　　　　　　tO　that　Of士he　Umhibernatin9（199S　bUt　ill　hibei’i）aiit　eggS　it　iS　mOre　aCtiVO　irユ＄1）i・1ng　tha1｝

　　　　　　in　AutUlnn．　　．　　　　．　　、．　　　　　　．・．　．　　　　．　　‘　　　．
　　　　　　　，（6）エ。・h，hib＿t。g9馬・hi，h　d。，，・1・七y，・・hi｝一・e）・h・…i・ii・f…al・・e・i・p・・i・i・・

．　　　職til　the　embryo　is　brQugh七to　the　restil｝g　stage．　Alld　this　may　bo　seen　especia117　in　15～60

　　　　　　hours　a£ter　ovil）ositiori，　ill　the　middle　of　Sep亡en’l　ber　and　iti　tlユe　la：　t　part　of．N　oveml）q【㌦　　　．、

　　　　　　　　（7．）．．S画・1・・re脚μ・t　b・亡・ke・f・r伽t・ゆ・・t・a・≧d四ゆ呵th・ρ99・．　d・魂

　　　　　　the　period　when　the　cat乳lase．action．（～f　tlle　eggs　ebangor　remankal）1y，　　　：　　一　　／t

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（Th、　S，，i，。lt。，。I　E。p，，im，i」t　St、ti。。　lb…k㍉Mi士・J・p…）．　，、・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，

　　　　　　　　　　　　　　　　　戸

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　。　　1．　　　．．　　．　　　　　　．　　．．　　　　　　　　・　　　．　畠


